
機械は速い！（橘小）

1本1本丁寧に植えます(橘北小）

昔の人
の

大変さ
を実感

（津久
田小）

上手に植えられ笑顔の児童（橘小）

慣れて
きて

スピー
ドも

アップ

（橘小
）

田植え
って

楽しい
ね

（津久
田小）

これから

植えるよ！

（橘北小）

植え方を教わりながら挑戦（津久田小）

横一列
に

並んで
均等に

植えま
す

（橘北
小）

特集
●Contents／目次

営農インフォメーション
女性のページ
農業指導センター情報
新入職員の紹介
読者のコーナー

田植えに挑戦した橘小学校5年生。泥んこになりながら
みんなで楽しく植えました。（詳しくは16ページに掲載）

第25回
通常総代会を開催

管
内
の
小
学
５
年
生
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
近
く
の
水
田
で
田
植
え
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
の
実
習
は
作
物
を
育
て
る
こ
と

の
喜
び
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
先

生
や
保
護
者
、
地
域
の
人
た
ち
の
指

導
を
受
け
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

児
童
は
恐
る
恐
る
田
ん
ぼ
に
足
を

踏
み
入
れ
る
と「
つ
め
た
ー
い
」と
喚

声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
植
え
方
を

教
わ
っ
た
後
は
苗
を
受
け
取
り
、
田

植
え
縄
を
目
印
に
３
〜
４
本
ず
つ
丁

寧
に
植
え
て
い
き
ま
す
。
だ
ん
だ
ん

慣
れ
て
く
る
と
植
え
る
ス
ピ
ー
ド
も

ア
ッ
プ
。「
も
っ
と
た
く
さ
ん
植
え
た

い
」「
将
来
は
農
家
さ
ん
に
な
ろ
う
か

な
」な
ど
頼
も
し
い
声
も
。

隣
の
子
と
競
争
し
た
り
、
泥
ん
こ

に
な
り
な
が
ら
終
始
笑
顔
で
田
植
え

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

橘
小
と
橘
北
小
で
は
田
植
え
機
に

よ
る
田
植
え
作
業
の
見
学
も
あ
り
、

そ
の
速
さ
に
驚
き
、
昔
の
人
は
大
変

だ
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

植
え
た
稲
は
、
秋
に
稲
刈
り
を
体

験
す
る
予
定
で
す
。

児
童
が
田
植
え
に
挑
戦

楽
し
く
農
を
学
ぶ
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監査報告する池田代表監事監査報告する池田代表監事

組合長のあいさつ組合長のあいさつ

受付をする総代受付をする総代

議長を務めた津久井宏人さん議長を務めた津久井宏人さん

JA綱領を唱和する出席者JA綱領を唱和する出席者

全議案が可決された第25回総代会全議案が可決された第25回総代会

表彰を受ける田中さん表彰を受ける田中さん 表彰を受ける角田さん表彰を受ける角田さん

役員選任のため設けられた投票所役員選任のため設けられた投票所

　
こ
の
日
開
か
れ
た
総
代
会
に
は
、

各
地
区
か
ら
選
ば
れ
た
総
代
３
１
４

人
が
出
席（
う
ち
本
人
出
席
１
０
２

人
、
書
面
出
席
２
１
２
人
）し
、
午

前
９
時
30
分
に
開
会
し
ま
し
た
。

　
萩
原
一
夫
組
合
長
は
あ
い
さ
つ

で
、「
一
昨
年
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
や
円
安
に
よ
り
、
肥
料
・
飼

料
を
は
じ
め
と
す
る
生
産
資
材
の
価

格
高
騰
・
高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る
。

加
え
て
、
人
件
費
や
物
流
コ
ス
ト
の

上
昇
も
加
わ
り
、
生
産
現
場
は
農
畜

産
物
価
格
に
生
産
コ
ス
ト
を
反
映
で

き
ず
、
経
営
の
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
る

状
況
も
続
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

情
勢
の
中
、当
Ｊ
Ａ
で
は
、こ
ん
に
ゃ

く
価
格
が
低
迷
し
た
も
の
の
、
野
菜

等
の
出
荷
量
・
価
格
が
増
大
し
た
こ

と
も
あ
り
、
販
売
高
に
お
い
て
初
め

て
50
億
円
の
大
台
を
超
え
る
実
績
と

な
っ
た
」と
報
告
。「
ま
た
、
昨
年
の

12
月
に
横
野
集
出
荷
貯
蔵
施
設
を
増

設
・
稼
働
し
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
、

出
荷
量
の
増
加
が
見
込
め
る
キ
ャ
ベ

優
良
組
合
員
表
彰

　
優
良
組
合
員
表
彰
基
準
に
基
づ

き
、
地
域
農
業
の
発
展
の
た
め
積

極
的
な
生
産
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
次
の
２
人
の
方
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

﹇
優
良
組
合
員
表
彰
受
賞
者
﹈

角
田

　正
規
さ
ん（
勝
保
沢
）

田
中

　力
さ
ん（
分
郷
八
崎
）

　Ｊ
Ａ
赤
城
た
ち
ば
な
の
第
25
回
通
常
総
代
会
が
５
月
25
日
、北
橘
公
民
館
で
開
か
れ
、

上
程
さ
れ
た
全
６
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ツ
・
レ
タ
ス
等
に
対
応
し
、
所
得
の

増
大
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
」と
話

し
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
、
赤
城
町
樽
の
津
久
井

宏
人
さ
ん
が
就
任
し
、
令
和
５
年
度

の
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
承

認
の
件
、
令
和
６
年
度
事
業
計
画
設

定
の
件
な
ど
、
上
程
さ
れ
た
６
議
案

と
附
帯
決
議
が
審
議
さ
れ
、
全
て
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に「
食
料
安
全
保
障
の
強
化

に
向
け
た
特
別
決
議
」を
大
畠
恵
一

常
務
が
読
み
上
げ
、
出
席
者
の
賛
同

を
得
ま
し
た
。

第
25
回
通
常
総
代
会
を
開
催
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監査報告する池田代表監事監査報告する池田代表監事

組合長のあいさつ組合長のあいさつ

受付をする総代受付をする総代

議長を務めた津久井宏人さん議長を務めた津久井宏人さん

JA綱領を唱和する出席者JA綱領を唱和する出席者

全議案が可決された第25回総代会全議案が可決された第25回総代会

表彰を受ける田中さん表彰を受ける田中さん 表彰を受ける角田さん表彰を受ける角田さん

役員選任のため設けられた投票所役員選任のため設けられた投票所

こ
の
日
開
か
れ
た
総
代
会
に
は
、

各
地
区
か
ら
選
ば
れ
た
総
代
３
１
４

人
が
出
席（
う
ち
本
人
出
席
１
０
２

人
、
書
面
出
席
２
１
２
人
）し
、
午

前
９
時
30
分
に
開
会
し
ま
し
た
。

萩
原
一
夫
組
合
長
は
あ
い
さ
つ

で
、「
一
昨
年
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
や
円
安
に
よ
り
、
肥
料
・
飼

料
を
は
じ
め
と
す
る
生
産
資
材
の
価

格
高
騰
・
高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る
。

加
え
て
、
人
件
費
や
物
流
コ
ス
ト
の

上
昇
も
加
わ
り
、
生
産
現
場
は
農
畜

産
物
価
格
に
生
産
コ
ス
ト
を
反
映
で

き
ず
、
経
営
の
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
る

状
況
も
続
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

情
勢
の
中
、当
Ｊ
Ａ
で
は
、こ
ん
に
ゃ

く
価
格
が
低
迷
し
た
も
の
の
、
野
菜

等
の
出
荷
量
・
価
格
が
増
大
し
た
こ

と
も
あ
り
、
販
売
高
に
お
い
て
初
め

て
50
億
円
の
大
台
を
超
え
る
実
績
と

な
っ
た
」と
報
告
。「
ま
た
、
昨
年
の

12
月
に
横
野
集
出
荷
貯
蔵
施
設
を
増

設
・
稼
働
し
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
、

出
荷
量
の
増
加
が
見
込
め
る
キ
ャ
ベ

優
良
組
合
員
表
彰

　
優
良
組
合
員
表
彰
基
準
に
基
づ

き
、
地
域
農
業
の
発
展
の
た
め
積

極
的
な
生
産
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
次
の
２
人
の
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が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

﹇
優
良
組
合
員
表
彰
受
賞
者
﹈

角
田

　正
規
さ
ん（
勝
保
沢
）

田
中

　力
さ
ん（
分
郷
八
崎
）

Ｊ
Ａ
赤
城
た
ち
ば
な
の
第
25
回
通
常
総
代
会
が
５
月
25
日
、北
橘
公
民
館
で
開
か
れ
、

上
程
さ
れ
た
全
６
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ツ
・
レ
タ
ス
等
に
対
応
し
、
所
得
の

増
大
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
」と
話

し
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
、
赤
城
町
樽
の
津
久
井

宏
人
さ
ん
が
就
任
し
、
令
和
５
年
度

の
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
承

認
の
件
、
令
和
６
年
度
事
業
計
画
設

定
の
件
な
ど
、
上
程
さ
れ
た
６
議
案

と
附
帯
決
議
が
審
議
さ
れ
、
全
て
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に「
食
料
安
全
保
障
の
強
化

に
向
け
た
特
別
決
議
」を
大
畠
恵
一

常
務
が
読
み
上
げ
、
出
席
者
の
賛
同

を
得
ま
し
た
。

第
25
回
通
常
総
代
会
を
開
催
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項　　　目 令和５年度
実績（A）

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

預金、貸出金の利息など
貯金、借入金の利息など

付加収入、奨励金など
奨励費、推進、雑費

売上高、奨励金、雑収入
受入高、雑費

手数料、奨励金、雑収入
運搬費、雑費

利用料、雑収入
資材費、労務費、雑費

農作業など
労務費、雑費など

賦課金、補助金、実費収入
営農改善費、組織活動費など

役員報酬、給料手当など
会議、通信費、業務委託費など
租税公課、支払賦課金など
保守修繕費、水道光熱費など
雑費

経済受取雑利息、出資配当金など
事業外減価償却費、寄付金など

固定資産処分益など
減損損失など

本年の組合活動から生じた剰余金

207,993
51,962
156,030
198,108
19,703
178,404
607,737
505,410
102,327
95,566
21,448
74,117
68,250
44,810
23,440
1,325
15

1,310
6,897
10,985
△ 4,088
531,543
388,658
39,269
20,827
59,829
3,719

512,304
19,238
65,271
14,455
70,054
504

22,703
47,855
5,580
6,689
35,585

217,715
49,575
168,140
193,472
20,271
173,201
583,701
481,764
101,937
94,040
22,340
71,700
70,320
40,020
30,300
1,150
80

1,070
5,500
10,000
△ 4,500
541,848
399,669
42,818
22,612
69,931
4,032

539,062
2,786
26,354
5,674
23,466

-
-

23,466
6,490
-

16,977

105
95
108
98
103
97
96
95
100
98
104
97
103
89
129
87
533
82
80
91
110
102
103
109
109
117
108
105
14
40
39
33
-
-
49
116
-
48

令和６年度
計画（B） B/A 計　画　説　明

総合損益計画 （単位：千円、%）

事 業 収 益
事 業 直 接 費
事 業 総 利 益
事 業 収 益
事 業 直 接 費
事 業 総 利 益
事 業 収 益
事 業 直 接 費
事 業 総 利 益
事 業 収 益
事 業 直 接 費
事 業 総 利 益
事 業 収 益
事 業 直 接 費
事 業 総 利 益
事 業 収 益
事 業 直 接 費
事 業 総 利 益
指 導 事 業 収 入
指 導 事 業 支 出
事 業 収 支 差 額

人 件 費
業 務 費
諸 税 負 担 金
施 設 費
その他事業管理費
合 計 b

事 業 総 利 益 a

差引事業利益　c=a-b

差 引 経 常 利 益

税 引 前 当 期 利 益
法人税、住民税及び事業税
法 人 税 等 調 整 額
当 期 剰 余 金

収 益
費 用

事業外

特 別
利 益
損 失

信

用

共

済

購

買

販

売

利

用

そ
の
他

指

導

事
業
管
理
費

事

業

損

益

※業務報告書は配布いたしませんのでご了承ください。各支所およびホームページのディスクロージャー誌をご覧ください。

第
25
回
通
常
総
代
会

提
出
議
案

第
１
号
議
案

令
和
５
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金

処
分
案
承
認
の
件

　
令
和
５
年
度
事
業
報
告
、貸
借
対
照
表
、

損
益
計
算
書
、
注
記
表
お
よ
び
剰
余
金
処

分
案
（
出
資
配
当
は
年
0.5
％
）
な
ど
が
審

議
さ
れ
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案

令
和
６
年
度
事
業
計
画
設
定
の
件

　
令
和
６
年
度
は
、
今
後
の
Ｊ
Ａ
赤
城
た

ち
ば
な
の
あ
る
べ
き
姿
に
近
づ
く
た
め
、

令
和
４
年
度
に
策
定
し
た
第
９
次
中
期
計

画
に
お
け
る
当
Ｊ
Ａ
の
自
己
改
革
を
着
実

に
実
践
し
て
い
き
ま
す
。
令
和
６
年
度
事

業
計
画
が
審
議
さ
れ
原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

第
３
号
議
案

令
和
６
年
度
賦
課
金
の
額
並
び
に
賦

課
徴
収
の
時
期
及
び
方
法
決
定
の
件

　
賦
課
金
総
額
１
，
８
３
０
，
０
０
０
円

と
し
、
令
和
６
年
８
月
に
正
組
合
員
一
戸

当
た
り
１
，
０
０
０
円
を
現
金
ま
た
は
口

座
振
替
に
て
徴
収
す
る
こ
と
が
審
議
さ
れ

原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
号
議
案

令
和
６
年
度
に
お
け
る
理
事
及
び
監

事
の
報
酬
に
関
す
る
件

　
令
和
６
年
度
に
お
け
る
理
事
の
報
酬
は

総
額
２
，
９
０
０
万
円
以
内
と
し
、
各
理
事

の
報
酬
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
範
囲
内
に
お

い
て
理
事
会
に
一
任
す
る
こ
と
。
令
和
６
年

度
に
お
け
る
監
事
の
報
酬
は
総
額
９
０
０

万
円
以
内
と
し
、
各
監
事
の
報
酬
額
に
つ
い

て
は
、
そ
の
範
囲
内
に
お
い
て
監
事
の
協
議

に
一
任
す
る
こ
と
が
審
議
さ
れ
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
５
号
議
案

定
款
及
び
定
款
附
属
書
総
代
選
挙
規

程
の
一
部
変
更
の
件

　
法
令
改
正
等
に
対
応
す
る
た
め
、
定
款
及

び
定
款
附
属
書
総
代
選
挙
規
程
の
一
部
を

変
更
す
る
こ
と
が
審
議
さ
れ
原
案
通
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

第
６
号
議
案

役
員
選
任
の
件

　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
が
審
議
さ

れ
、
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
賛
成
３
０
５

票
、
反
対
９
票
の
た
め
、
賛
成
過
半
数
と
認

め
、
第
６
号
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
い
た

し
ま
し
た
。
な
お
、
議
決
権
行
使
書
提
出
者

２
１
２
名
の
う
ち
、
賛
成
は
２
１
０
名
で
し

た
。

特
別
決
議

　
Ｊ
Ａ
が
組
合
員
と
地
域
住
民
に
と
っ

て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
組
織
で
あ
り
続

け
る
た
め
、「
食
料
安
全
保
障
の
強
化
」「
国

消
国
産
の
理
解
促
進
」「
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の

確
立
・
強
化
」「
能
登
半
島
地
震
の
被
害
に

対
す
る
支
援
」
に
取
り
組
む
。
と
決
議
さ

れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

　「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」
の
変
更
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

総
代
会
議
事
録
は
各
支
所
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
主
要
な

事
業
活
動
の
内
容
と
成
果

1
指
導
事
業

　
地
域
の
農
業
振
興
を
は
か
る
た
め
、
関

係
機
関
と
連
携
し
農
業
振
興
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
の
販
売
す
る
農

畜
産
物
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
向
け
た

生
産
履
歴
記
帳
の
徹
底
を
指
導
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
組
合
員
の
農
業
生
産
活
動

と
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
営
農
指

導
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

2
信
用
事
業

　
貯
金
は
長
期
的
な
低
金
利
の
影
響
に
よ

り
定
期
性
貯
金
が
減
少
し
、
総
貯
金
で
は

前
年
比
99
％
と
な
り
ま
し
た
。
運
用
面
で

は
貸
出
金
が
前
年
比
１
０
３
％
、
有
価
証

券
が
前
年
比
で
１
４
２
％
増
加
し
、
農
林

中
央
金
庫
か
ら
の
特
配
・
特
々
配
は
減
少

し
た
も
の
の
、
信
用
事
業
総
利
益
は
前
年

比
99
％
と
な
り
ま
し
た
。

3
共
済
事
業

　
契
約
者
の
保
障
点
検
の
た
め
の
訪
問
活

動
や
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
手
続
き
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業
量
目
標
の
達
成

に
努
め
ま
し
た
が
、
新
契
約
ポ
イ
ン
ト
は

前
年
比
90
％
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
共
済
付
加
収
入
は
前
年
対
比
91
％
、

共
済
事
業
総
利
益
は
前
年
対
比
89
％
と
な

り
ま
し
た
。

4
購
買
事
業

　
資
材
価
格
の
変
動
が
続
く
な
か
、
早
取

り
や
集
中
購
買
に
よ
る
価
格
低
減
に
努
め

ま
し
た
。
農
事
支
部
な
ら
び
に
生
産
者
組

織
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
営
農
経
済

渉
外
に
よ
る
訪
問
活
動
を
推
進
す
る
こ
と

で
購
買
品
取
扱
高
は
計
画
比
１
０
５
％
と

な
り
、
計
画
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

5
販
売
事
業

　
経
済
情
勢
の
変
化
や
原
油
価
格
高
騰
に

よ
る
飼
料
・
生
産
資
材
な
ど
急
激
な
価
格

変
動
も
あ
り
、
農
畜
産
物
の
販
売
環
境
は

大
変
厳
し
い
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
生
産
者
組
織
を
中
心
に
組
合
員
皆
様

の
ご
協
力
を
頂
き
、
当
初
の
計
画
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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項　　　目 令和５年度
実績（A）

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

預金、貸出金の利息など
貯金、借入金の利息など

付加収入、奨励金など
奨励費、推進、雑費

売上高、奨励金、雑収入
受入高、雑費

手数料、奨励金、雑収入
運搬費、雑費

利用料、雑収入
資材費、労務費、雑費

農作業など
労務費、雑費など

賦課金、補助金、実費収入
営農改善費、組織活動費など

役員報酬、給料手当など
会議、通信費、業務委託費など
租税公課、支払賦課金など
保守修繕費、水道光熱費など
雑費

経済受取雑利息、出資配当金など
事業外減価償却費、寄付金など

固定資産処分益など
減損損失など

本年の組合活動から生じた剰余金

207,993
51,962
156,030
198,108
19,703
178,404
607,737
505,410
102,327
95,566
21,448
74,117
68,250
44,810
23,440
1,325
15

1,310
6,897
10,985
△ 4,088
531,543
388,658
39,269
20,827
59,829
3,719

512,304
19,238
65,271
14,455
70,054
504

22,703
47,855
5,580
6,689
35,585

217,715
49,575
168,140
193,472
20,271
173,201
583,701
481,764
101,937
94,040
22,340
71,700
70,320
40,020
30,300
1,150
80

1,070
5,500
10,000
△ 4,500
541,848
399,669
42,818
22,612
69,931
4,032

539,062
2,786
26,354
5,674
23,466

-
-

23,466
6,490
-

16,977

105
95
108
98
103
97
96
95
100
98
104
97
103
89
129
87
533
82
80
91
110
102
103
109
109
117
108
105
14
40
39
33
-
-
49
116
-
48

令和６年度
計画（B） B/A 計　画　説　明

総合損益計画 （単位：千円、%）

事 業 収 益
事 業 直 接 費
事 業 総 利 益
事 業 収 益
事 業 直 接 費
事 業 総 利 益
事 業 収 益
事 業 直 接 費
事 業 総 利 益
事 業 収 益
事 業 直 接 費
事 業 総 利 益
事 業 収 益
事 業 直 接 費
事 業 総 利 益
事 業 収 益
事 業 直 接 費
事 業 総 利 益
指 導 事 業 収 入
指 導 事 業 支 出
事 業 収 支 差 額

人 件 費
業 務 費
諸 税 負 担 金
施 設 費
その他事業管理費
合 計 b

事 業 総 利 益 a

差引事業利益　c=a-b

差 引 経 常 利 益

税 引 前 当 期 利 益
法人税、住民税及び事業税
法 人 税 等 調 整 額
当 期 剰 余 金

収 益
費 用

事業外

特 別
利 益
損 失

信

用

共

済

購

買

販

売

利

用

そ
の
他

指

導

事
業
管
理
費

事

業

損

益

※業務報告書は配布いたしませんのでご了承ください。各支所およびホームページのディスクロージャー誌をご覧ください。

第
25
回
通
常
総
代
会

提
出
議
案

第
１
号
議
案

令
和
５
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金

処
分
案
承
認
の
件

令
和
５
年
度
事
業
報
告
、貸
借
対
照
表
、

損
益
計
算
書
、
注
記
表
お
よ
び
剰
余
金
処

分
案
（
出
資
配
当
は
年
0.5
％
）
な
ど
が
審

議
さ
れ
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案

令
和
６
年
度
事
業
計
画
設
定
の
件

令
和
６
年
度
は
、
今
後
の
Ｊ
Ａ
赤
城
た

ち
ば
な
の
あ
る
べ
き
姿
に
近
づ
く
た
め
、

令
和
４
年
度
に
策
定
し
た
第
９
次
中
期
計

画
に
お
け
る
当
Ｊ
Ａ
の
自
己
改
革
を
着
実

に
実
践
し
て
い
き
ま
す
。
令
和
６
年
度
事

業
計
画
が
審
議
さ
れ
原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

第
３
号
議
案

令
和
６
年
度
賦
課
金
の
額
並
び
に
賦

課
徴
収
の
時
期
及
び
方
法
決
定
の
件

賦
課
金
総
額
１
，
８
３
０
，
０
０
０
円

と
し
、
令
和
６
年
８
月
に
正
組
合
員
一
戸

当
た
り
１
，
０
０
０
円
を
現
金
ま
た
は
口

座
振
替
に
て
徴
収
す
る
こ
と
が
審
議
さ
れ

原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
号
議
案

令
和
６
年
度
に
お
け
る
理
事
及
び
監

事
の
報
酬
に
関
す
る
件

令
和
６
年
度
に
お
け
る
理
事
の
報
酬
は

総
額
２
，
９
０
０
万
円
以
内
と
し
、
各
理
事

の
報
酬
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
範
囲
内
に
お

い
て
理
事
会
に
一
任
す
る
こ
と
。
令
和
６
年

度
に
お
け
る
監
事
の
報
酬
は
総
額
９
０
０

万
円
以
内
と
し
、
各
監
事
の
報
酬
額
に
つ
い

て
は
、
そ
の
範
囲
内
に
お
い
て
監
事
の
協
議

に
一
任
す
る
こ
と
が
審
議
さ
れ
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
５
号
議
案

定
款
及
び
定
款
附
属
書
総
代
選
挙
規

程
の
一
部
変
更
の
件

法
令
改
正
等
に
対
応
す
る
た
め
、
定
款
及

び
定
款
附
属
書
総
代
選
挙
規
程
の
一
部
を

変
更
す
る
こ
と
が
審
議
さ
れ
原
案
通
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

第
６
号
議
案

役
員
選
任
の
件

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
が
審
議
さ

れ
、
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
賛
成
３
０
５

票
、
反
対
９
票
の
た
め
、
賛
成
過
半
数
と
認

め
、
第
６
号
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
い
た

し
ま
し
た
。
な
お
、
議
決
権
行
使
書
提
出
者

２
１
２
名
の
う
ち
、
賛
成
は
２
１
０
名
で
し

た
。

特
別
決
議

Ｊ
Ａ
が
組
合
員
と
地
域
住
民
に
と
っ

て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
組
織
で
あ
り
続

け
る
た
め
、「
食
料
安
全
保
障
の
強
化
」「
国

消
国
産
の
理
解
促
進
」「
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の

確
立
・
強
化
」「
能
登
半
島
地
震
の
被
害
に

対
す
る
支
援
」
に
取
り
組
む
。
と
決
議
さ

れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」
の
変
更
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

総
代
会
議
事
録
は
各
支
所
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
主
要
な

事
業
活
動
の
内
容
と
成
果

1
指
導
事
業

地
域
の
農
業
振
興
を
は
か
る
た
め
、
関

係
機
関
と
連
携
し
農
業
振
興
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
の
販
売
す
る
農

畜
産
物
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
向
け
た

生
産
履
歴
記
帳
の
徹
底
を
指
導
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
組
合
員
の
農
業
生
産
活
動

と
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
営
農
指

導
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

2
信
用
事
業

貯
金
は
長
期
的
な
低
金
利
の
影
響
に
よ

り
定
期
性
貯
金
が
減
少
し
、
総
貯
金
で
は

前
年
比
99
％
と
な
り
ま
し
た
。
運
用
面
で

は
貸
出
金
が
前
年
比
１
０
３
％
、
有
価
証

券
が
前
年
比
で
１
４
２
％
増
加
し
、
農
林

中
央
金
庫
か
ら
の
特
配
・
特
々
配
は
減
少

し
た
も
の
の
、
信
用
事
業
総
利
益
は
前
年

比
99
％
と
な
り
ま
し
た
。

3
共
済
事
業

契
約
者
の
保
障
点
検
の
た
め
の
訪
問
活

動
や
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
手
続
き
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業
量
目
標
の
達
成

に
努
め
ま
し
た
が
、
新
契
約
ポ
イ
ン
ト
は

前
年
比
90
％
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
共
済
付
加
収
入
は
前
年
対
比
91
％
、

共
済
事
業
総
利
益
は
前
年
対
比
89
％
と
な

り
ま
し
た
。

4
購
買
事
業

資
材
価
格
の
変
動
が
続
く
な
か
、
早
取

り
や
集
中
購
買
に
よ
る
価
格
低
減
に
努
め

ま
し
た
。
農
事
支
部
な
ら
び
に
生
産
者
組

織
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
営
農
経
済

渉
外
に
よ
る
訪
問
活
動
を
推
進
す
る
こ
と

で
購
買
品
取
扱
高
は
計
画
比
１
０
５
％
と

な
り
、
計
画
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

5
販
売
事
業

経
済
情
勢
の
変
化
や
原
油
価
格
高
騰
に

よ
る
飼
料
・
生
産
資
材
な
ど
急
激
な
価
格

変
動
も
あ
り
、
農
畜
産
物
の
販
売
環
境
は

大
変
厳
し
い
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
生
産
者
組
織
を
中
心
に
組
合
員
皆
様

の
ご
協
力
を
頂
き
、
当
初
の
計
画
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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サツマイモの苗を植える様子サツマイモの苗を植える様子

クイズに答える子どもたちクイズに答える子どもたち

苗の生育状況を観察苗の生育状況を観察

機械の説明を受ける児童ら機械の説明を受ける児童ら

事業計画
を

確認する
部員

たくさん
ゴミを

拾いました

新役員の

皆さん

青木さん
茂木さん

藤川さん
津久井さん

　
Ｊ
Ａ
は
６
月
８
日
、Ａ
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｉ

グ
リ
ー
ン
ア
メ
ニ
テ
ィ
と
共
に
、
管

内
の
子
ど
も
た
ち
に
農
業
を
体
験
し

て
も
ら
お
う
と
「
ち
び
っ
子
農
業
体

験
」
を
開
き
ま
し
た
。

　
管
内
の
子
ど
も
30
人
が
参
加
。
赤

城
町
の
畑
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え

を
体
験
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
職
員
は

「
30
㌢
間
隔
で
マ
ル
チ
に
穴
を
開
け

て
、
斜
め
に
植
え
る
よ
う
に
」
と
説

明
。
子
ど
も
た
ち
は
家
族
や
Ｊ
Ａ
職

員
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
丁
寧

に
苗
を
植
え
ま
し
た
。「
楽
し
か
っ

た
ー
」
と
笑
顔
を
見
せ
、
秋
の
収
穫

体
験
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
苗
植
え
の
後
は
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

を
行
い
ま
し
た
。
赤
城
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
の
周
辺
を
歩
き
な
が
ら
、「
管

内
の
人
口
は
何
人
？
」「
管
内
で
出
荷

量
一
番
の
野
菜
は
？
」
な
ど
の
ク
イ

ズ
に
答
え
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
は
答
え
は
ど
れ
か
な
と
相
談
し
な

が
ら
、
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
は
み
ん
な
で
カ
レ
ー
を
食
べ

て
大
満
足
で
し
た
。

　
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
体
験
は
10
月

19
日
に
行
う
予
定
で
す
。

　
北
橘
水
稲
育
苗
セ
ン
タ
ー
は
５
月

10
日
、
橘
北
小
学
校
の
５
年
生
の
見

学
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
赤
沼
担
当
が
播
種
か
ら
農

家
へ
引
き
渡
す
ま
で
の
苗
作
り
の
作

業
工
程
を
説
明
。
児
童
ら
は
メ
モ
を

一
生
懸
命
取
り
な
が
ら
、
初
め
て
見

る
機
械
装
置
を
じ
っ
く
り
観
察
し
ま

し
た
。

　
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
や
育
苗
プ
ー
ル
の

見
学
で
は
育
成
中
の
苗
に
興
味

津
々
。

　
児
童
か
ら
は
「
な
ぜ
育
苗
セ
ン

タ
ー
が
あ
る
の
か
？
」「
田
植
え
に
は

ど
う
い
う
工
夫
が
あ
る
の
か
？
」「
種

を
ま
く
時
に
気
を
付
け
る
こ
と

は
？
」
な
ど
、
様
々
な
質
問
が
飛
び

交
い
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
が
育
て
る
品
種
は

「
ひ
と
め
ぼ
れ
」「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」「
群

馬
糯
５
号
」「
夢
あ
お
ば
」の
４
種
類
。

育
苗
箱
で
約
３
万
２
０
０
０
枚
分
を

育
て
ま
す
。

　
児
童
は
、
６
月
５
日
に
同
セ
ン

タ
ー
が
育
て
た
苗
で
田
植
え
を
行
い

ま
し
た
。（
16
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

Ｊ
Ａ
女
性
部
の
通
常
総
会
が
４
月

16
日
、
八
崎
ふ
れ
あ
い
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。

部
員
32
人
が
参
加
し
、
令
和
５
年

度
の
事
業
報
告
や
収
支
決
算
報
告
、

令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
や
収
支
予

算
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。
事
業
計

画
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
全
体
行

事
と
し
て
マ
マ
さ
ん
大
学
研
修
会
や

ク
リ
ー
ン
作
戦
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
グ
ル
ー
プ
別
活
動
で
は「
料

理
」、「
手
芸
」、「
健
康
」、「
花
」、「
家
の

光
記
事
活
用
」の
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
が

各
々
積
極
的

に
活
動
す
る

予
定
で
す
。

総
会
後
は

楽
し
く
健
康

増
進
を
図
ろ

う
と
部
員
の

関
口
政
代
さ

ん
が
講
師
を

務
め
、
椅
子

を
使
っ
た
体

操
教
室
を
行

い
ま
し
た
。

左
記
の
日
程
で
「
竹
の
灯
籠
作
り

教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
を
希

望
す
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
実
施
日

令
和
６
年
７
月
19
日
（
金
）

15
時
〜
17
時

●
開
催
場
所

八
崎
ふ
れ
あ
い
館

（
北
橘
町
八
崎
１
０
１
１‐

３
）

●
申
込
期
日

令
和
６
年
７
月
10
日
（
水
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

企
画
管
理
課

千
明

☎
０
２
７
９
（
５
６
）
４
１
５
１

●
主
催

Ｊ
Ａ
赤
城
た
ち
ば
な
女
性
部

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｉ
グ
リ
ー
ン
ア
メ
ニ

テ
ィ
部
会
は
４
月
15
日
、
第
18
回
通

常
総
会
を
赤
城
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

で
開
き
ま
し
た
。
部
員
20
人
が
参
加

し
、
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
や
収

支
予
算
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
。役

員
改
選
も
行
わ
れ
、
新
体
制
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

総
会
の
後
は
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実

施
。
直
売
所
に
集
合
し
、
赤
城
営
農

経
済
セ
ン
タ
ー
ま
で
約
３
㎞
ゴ
ミ
拾

い
を
行
い
ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
、

満
開
の
桜
の
下
で
の
ゴ
ミ
拾
い
は
爽

快
で
し
た
。

部
長

藤
川
光
代

副
部
長

茂
木
ゆ
う
子

会
計

津
久
井
美
智
子

監
事

青
木
初
子

（
敬
称
略
）

「
ち
び
っ
子
農
業
体
験
」開
催

　サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
る

児
童
が
育
苗
セ
ン
タ
ー
見
学

　水
稲
苗
に
興
味
津
々

女
性
部
が
通
常
総
会

令
和
６
年
度
が
ス
タ
ー
ト

竹
の
灯
籠
作
り
教
室

参
加
者
を
募
集

ア
メ
ニ
テ
ィ
通
常
総
会

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
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サツマイモの苗を植える様子サツマイモの苗を植える様子

クイズに答える子どもたちクイズに答える子どもたち

苗の生育状況を観察苗の生育状況を観察

機械の説明を受ける児童ら機械の説明を受ける児童ら

事業計画
を

確認する
部員

たくさん
ゴミを

拾いました

新役員の

皆さん

青木さん
茂木さん

藤川さん
津久井さん

Ｊ
Ａ
は
６
月
８
日
、Ａ
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｉ

グ
リ
ー
ン
ア
メ
ニ
テ
ィ
と
共
に
、
管

内
の
子
ど
も
た
ち
に
農
業
を
体
験
し

て
も
ら
お
う
と
「
ち
び
っ
子
農
業
体

験
」
を
開
き
ま
し
た
。

管
内
の
子
ど
も
30
人
が
参
加
。
赤

城
町
の
畑
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え

を
体
験
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
職
員
は

「
30
㌢
間
隔
で
マ
ル
チ
に
穴
を
開
け

て
、
斜
め
に
植
え
る
よ
う
に
」
と
説

明
。
子
ど
も
た
ち
は
家
族
や
Ｊ
Ａ
職

員
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
丁
寧

に
苗
を
植
え
ま
し
た
。「
楽
し
か
っ

た
ー
」
と
笑
顔
を
見
せ
、
秋
の
収
穫

体
験
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

苗
植
え
の
後
は
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

を
行
い
ま
し
た
。
赤
城
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
の
周
辺
を
歩
き
な
が
ら
、「
管

内
の
人
口
は
何
人
？
」「
管
内
で
出
荷

量
一
番
の
野
菜
は
？
」
な
ど
の
ク
イ

ズ
に
答
え
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
は
答
え
は
ど
れ
か
な
と
相
談
し
な

が
ら
、
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
は
み
ん
な
で
カ
レ
ー
を
食
べ

て
大
満
足
で
し
た
。

サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
体
験
は
10
月

19
日
に
行
う
予
定
で
す
。

北
橘
水
稲
育
苗
セ
ン
タ
ー
は
５
月

10
日
、
橘
北
小
学
校
の
５
年
生
の
見

学
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
の
赤
沼
担
当
が
播
種
か
ら
農

家
へ
引
き
渡
す
ま
で
の
苗
作
り
の
作

業
工
程
を
説
明
。
児
童
ら
は
メ
モ
を

一
生
懸
命
取
り
な
が
ら
、
初
め
て
見

る
機
械
装
置
を
じ
っ
く
り
観
察
し
ま

し
た
。

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
や
育
苗
プ
ー
ル
の

見
学
で
は
育
成
中
の
苗
に
興
味

津
々
。

児
童
か
ら
は
「
な
ぜ
育
苗
セ
ン

タ
ー
が
あ
る
の
か
？
」「
田
植
え
に
は

ど
う
い
う
工
夫
が
あ
る
の
か
？
」「
種

を
ま
く
時
に
気
を
付
け
る
こ
と

は
？
」
な
ど
、
様
々
な
質
問
が
飛
び

交
い
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
が
育
て
る
品
種
は

「
ひ
と
め
ぼ
れ
」「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」「
群

馬
糯
５
号
」「
夢
あ
お
ば
」の
４
種
類
。

育
苗
箱
で
約
３
万
２
０
０
０
枚
分
を

育
て
ま
す
。

児
童
は
、
６
月
５
日
に
同
セ
ン

タ
ー
が
育
て
た
苗
で
田
植
え
を
行
い

ま
し
た
。（
16
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
通
常
総
会
が
４
月

16
日
、
八
崎
ふ
れ
あ
い
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
部
員
32
人
が
参
加
し
、
令
和
５
年

度
の
事
業
報
告
や
収
支
決
算
報
告
、

令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
や
収
支
予

算
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。
事
業
計

画
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
全
体
行

事
と
し
て
マ
マ
さ
ん
大
学
研
修
会
や

ク
リ
ー
ン
作
戦
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
グ
ル
ー
プ
別
活
動
で
は「
料

理
」、「
手
芸
」、「
健
康
」、「
花
」、「
家
の

光
記
事
活
用
」の
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
が

各
々
積
極
的

に
活
動
す
る

予
定
で
す
。

　
総
会
後
は

楽
し
く
健
康

増
進
を
図
ろ

う
と
部
員
の

関
口
政
代
さ

ん
が
講
師
を

務
め
、
椅
子

を
使
っ
た
体

操
教
室
を
行

い
ま
し
た
。

　
左
記
の
日
程
で
「
竹
の
灯
籠
作
り

教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
を
希

望
す
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
実
施
日

令
和
６
年
７
月
19
日
（
金
）

15
時
〜
17
時

●
開
催
場
所

八
崎
ふ
れ
あ
い
館

（
北
橘
町
八
崎
１
０
１
１‐

３
）

●
申
込
期
日

令
和
６
年
７
月
10
日
（
水
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　企
画
管
理
課

　千
明

　☎
０
２
７
９
（
５
６
）
４
１
５
１

●
主
催

Ｊ
Ａ
赤
城
た
ち
ば
な
女
性
部

　
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｉ
グ
リ
ー
ン
ア
メ
ニ

テ
ィ
部
会
は
４
月
15
日
、
第
18
回
通

常
総
会
を
赤
城
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

で
開
き
ま
し
た
。
部
員
20
人
が
参
加

し
、
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
や
収

支
予
算
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
。

　
役
員
改
選
も
行
わ
れ
、
新
体
制
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
総
会
の
後
は
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実

施
。
直
売
所
に
集
合
し
、
赤
城
営
農

経
済
セ
ン
タ
ー
ま
で
約
３
㎞
ゴ
ミ
拾

い
を
行
い
ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
、

満
開
の
桜
の
下
で
の
ゴ
ミ
拾
い
は
爽

快
で
し
た
。

部
長
　
　
藤
川
光
代

副
部
長
　
茂
木
ゆ
う
子

会
計
　
　
津
久
井
美
智
子

監
事
　
　
青
木
初
子

　（
敬
称
略
）

「
ち
び
っ
子
農
業
体
験
」開
催

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
る

児
童
が
育
苗
セ
ン
タ
ー
見
学

水
稲
苗
に
興
味
津
々

女
性
部
が
通
常
総
会

　令
和
６
年
度
が
ス
タ
ー
ト

竹
の
灯
籠
作
り
教
室

　参
加
者
を
募
集

ア
メ
ニ
テ
ィ
通
常
総
会

　新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
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昨
年
度
、渋
川
管
内
で
は
５
件
の
農
作

業
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。こ
の
数
字

は
県
内
で
も
か
な
り
多
い
数
字
で
す
。

過
去
の
死
亡
事
故
発
生
状
況
を
み
る

と『
ト
ラ
ク
タ
ー
転
倒
』で
亡
く
な
る
方

が
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。特
に
、道
路
走

行
・
ほ
場
内
の
作
業
を
問
わ
ず
段
差
が

あ
る
場
所
で
ト
ラ
ク
タ
ー
を
操
作
す
る

時
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

今
回
掲
載
の
事
故
事
例
は
、他
県
で
の

事
例
で
す
が
、事
故
防
止
対
策
の
参
考

と
し
て
く
だ
さ
い
。

【
事
例
１
】

・
発
生
状
況
：
路
面
か
ら
田
面
ま
で
の

高
低
差
が
約
１
ｍ
の
農
道
を
安
全
フ

レ
ー
ム
を
倒
し
た
状
態
で
走
行
中
、

脱
輪
し
、転
倒
、水
田
に
転
落
し
、ト

ラ
ク
タ
ー
の
下
敷
き
に
な
り
死
亡
し

ま
し
た
。

【
事
例
２
】

・
発
生
状
況
：
路
面
か
ら
畑
ま
で
高
低

差
が
約
２
ｍ
の
道
路
を
走
行
中
、わ
き

見
運
転
と
な
り
、路
肩
か
ら
脱
輪
し

ま
し
た
。引
き
上
げ
中
に
斜
面
下
へ
転

落
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
、安
全
キ
ャ
ブ
内
の
柱
に

頭
を
ぶ
つ
け
裂
傷
を
負
い
ま
し
た
。

【
事
故
防
止
】

危
険
個
所
の
確
認
と
対
応

1
転
落
の
危
険
が
あ
る
落
差
箇
所
で
は
、

無
理
な
作
業
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

2
危
険
箇
所
に
は
目
立
つ
ポ
ー
ル
な
ど

の
目
印
を
立
て
て
い
く
と
境
界
が
分

か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

【
被
害
軽
減
】

安
全
フ
レ
ー
ム
の
使
用
と
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
装
着
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

1
転
倒
・
転
落
時
に
、安
全
キ
ャ
ブ
・
フ

レ
ー
ム
は
安
全
域
を
確
保
し
て
く
れ

ま
す
。

2
安
全
域
に
と
ど
ま
る
た
め
に
は
、シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
装
着
が
必
要
で
す
。シ
ー

ト
ベ
ル
ト
装
着
に
よ
り
、事
故
時
の
死

亡
率
は
８
分
の
１
に
な
り
ま
す
。

3
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
は
、頭
部
を
保
護

す
る
と
と
も
に
、安
全
意
識
を
高
め

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
万
が
一
に
備
え
て
、近
く
に
出
か
け
る

際
も
携
帯
電
話
を
持
ち
歩
き
ま
し
ょ
う
。

家
の
納
屋
や
近
所
の
ほ
場
な
ど
で
作
業

を
す
る
際
に
携
帯
電
話
を
携
帯
し
て
い

ま
す
か
？
ま
た
、朝
出
か
け
る
前
に
、家

族
に
そ
の
日
の
作
業
内
容
と
場
所
を
伝

え
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、一
人
一
人
が『
注
意
』す
る
と

と
も
に
、家
族
や
周
囲
の
方
の「
路
肩
に

は
注
意
し
て
ね
！
」な
ど
の『
声
か
け
』や

目
配
り
な
ど
が
事
故
防
止
に
つ
な
が
り

ま
す
。ま
た
、お
出
か
け
の
際
に「
気
を
つ

け
て
ね
」の
一
言
を
言
う
だ
け
で
、事
故

が
減
る
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。積
極
的

に『
声
か
け
』を
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
参
考
：
農
林
水
産
省
・
農
作
業
安
全
対
策
Ｈ
Ｐ
】

（
渋
川
地
区
農
業
指
導
セ
ン
タ
ー
）

い
ず
み
だ

の
り
あ
き

●
氏
名

泉
田

宣
昭

●
配
属
先

赤
城
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

●
住
所
　

高
崎
市

●
趣
味

バ
ス
ケ

ふ
く
だ

つ
よ
し

●
氏
名
　

福
田

剛
史

●
配
属
先

畜
産
課

●
住
所
　

渋
川
市

●
趣
味

ス
ポ
ー
ツ

す
だ

や
す
し

●
氏
名
　

須
田

恭
史

●
配
属
先

共
済
課

●
住
所
　

渋
川
市

●
趣
味

道
の
駅
巡
り

組
合
員
の
皆
さ
ま
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
に

こ
れ
か
ら
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

常
に
全
力
で

頑
張
り
ま
す
。

元
気
一
杯
を
モ
ッ
ト
ー
に
！

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

元
気
に

頑
張
り
ま
す
。

退
職
者

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

岡
田

基
希（
北
橘
支
所
）

トラクター転倒時の
安全域

事例2の発生場所 事例1の発生場所

安全域

情
報

農
業
指
導

セ
ン
タ
ー

新
入
職
員
を

ご
紹
介
し
ま
す
！

農
作
業
事
故

本
当
に
他
人
事
で
す
か
？
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昨
年
度
、渋
川
管
内
で
は
５
件
の
農
作

業
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。こ
の
数
字

は
県
内
で
も
か
な
り
多
い
数
字
で
す
。

過
去
の
死
亡
事
故
発
生
状
況
を
み
る

と『
ト
ラ
ク
タ
ー
転
倒
』で
亡
く
な
る
方

が
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。特
に
、道
路
走

行
・
ほ
場
内
の
作
業
を
問
わ
ず
段
差
が

あ
る
場
所
で
ト
ラ
ク
タ
ー
を
操
作
す
る

時
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

今
回
掲
載
の
事
故
事
例
は
、他
県
で
の

事
例
で
す
が
、事
故
防
止
対
策
の
参
考

と
し
て
く
だ
さ
い
。

【
事
例
１
】

・
発
生
状
況
：
路
面
か
ら
田
面
ま
で
の

高
低
差
が
約
１
ｍ
の
農
道
を
安
全
フ

レ
ー
ム
を
倒
し
た
状
態
で
走
行
中
、

脱
輪
し
、転
倒
、水
田
に
転
落
し
、ト

ラ
ク
タ
ー
の
下
敷
き
に
な
り
死
亡
し

ま
し
た
。

【
事
例
２
】

・
発
生
状
況
：
路
面
か
ら
畑
ま
で
高
低

差
が
約
２
ｍ
の
道
路
を
走
行
中
、わ
き

見
運
転
と
な
り
、路
肩
か
ら
脱
輪
し

ま
し
た
。引
き
上
げ
中
に
斜
面
下
へ
転

落
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
、安
全
キ
ャ
ブ
内
の
柱
に

頭
を
ぶ
つ
け
裂
傷
を
負
い
ま
し
た
。

【
事
故
防
止
】

危
険
個
所
の
確
認
と
対
応

1
転
落
の
危
険
が
あ
る
落
差
箇
所
で
は
、

無
理
な
作
業
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

2
危
険
箇
所
に
は
目
立
つ
ポ
ー
ル
な
ど

の
目
印
を
立
て
て
い
く
と
境
界
が
分

か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

【
被
害
軽
減
】

安
全
フ
レ
ー
ム
の
使
用
と
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
装
着
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

1
転
倒
・
転
落
時
に
、安
全
キ
ャ
ブ
・
フ

レ
ー
ム
は
安
全
域
を
確
保
し
て
く
れ

ま
す
。

2
安
全
域
に
と
ど
ま
る
た
め
に
は
、シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
装
着
が
必
要
で
す
。シ
ー

ト
ベ
ル
ト
装
着
に
よ
り
、事
故
時
の
死

亡
率
は
８
分
の
１
に
な
り
ま
す
。

3
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
は
、頭
部
を
保
護

す
る
と
と
も
に
、安
全
意
識
を
高
め

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

万
が
一
に
備
え
て
、近
く
に
出
か
け
る

際
も
携
帯
電
話
を
持
ち
歩
き
ま
し
ょ
う
。

家
の
納
屋
や
近
所
の
ほ
場
な
ど
で
作
業

を
す
る
際
に
携
帯
電
話
を
携
帯
し
て
い

ま
す
か
？
ま
た
、朝
出
か
け
る
前
に
、家

族
に
そ
の
日
の
作
業
内
容
と
場
所
を
伝

え
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
、一
人
一
人
が『
注
意
』す
る
と

と
も
に
、家
族
や
周
囲
の
方
の「
路
肩
に

は
注
意
し
て
ね
！
」な
ど
の『
声
か
け
』や

目
配
り
な
ど
が
事
故
防
止
に
つ
な
が
り

ま
す
。ま
た
、お
出
か
け
の
際
に「
気
を
つ

け
て
ね
」の
一
言
を
言
う
だ
け
で
、事
故

が
減
る
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。積
極
的

に『
声
か
け
』を
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
参
考
：
農
林
水
産
省
・
農
作
業
安
全
対
策
Ｈ
Ｐ
】

（
渋
川
地
区
農
業
指
導
セ
ン
タ
ー
）

　
　

　い
ず
み
だ

　の
り
あ
き

●
氏
名

　
　泉
田

　宣
昭

●
配
属
先

　赤
城
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

●
住
所

　高
崎
市

●
趣
味

　
　バ
ス
ケ

　
　
　
　
　ふ
く
だ

　つ
よ
し

●
氏
名

　福
田

　剛
史

●
配
属
先

　畜
産
課

●
住
所

　渋
川
市

●
趣
味

　ス
ポ
ー
ツ

　
　

　す
だ

　
　や
す
し

●
氏
名

　須
田

　恭
史

●
配
属
先

　共
済
課

●
住
所

　渋
川
市

●
趣
味

　
　道
の
駅
巡
り

組
合
員
の
皆
さ
ま
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
に

こ
れ
か
ら
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

常
に
全
力
で

頑
張
り
ま
す
。

元
気
一
杯
を
モ
ッ
ト
ー
に
！

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

元
気
に

頑
張
り
ま
す
。

退
職
者

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

岡
田

　基
希（
北
橘
支
所
）

トラクター転倒時の
安全域

事例2の発生場所 事例1の発生場所

安全域

情
報

農
業
指
導

セ
ン
タ
ー

新
入
職
員
を

　ご
紹
介
し
ま
す
！

農
作
業
事
故

本
当
に
他
人
事
で
す
か
？
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住民ら100人によるテープカット

萩原組合長も参加（左から4番目）

100周年を記念したSLの出発式

休日・夜間
緊急連絡先

●葬祭に関する連絡先
ふれあいの店北橘店 TEL.0279-52-2104
ふれあいの店赤城店 TEL.0279-56-2325

●交通事故（＝自動車共済の事故受付）
JA共済事故受付センター

0120-258-931

●通帳、キャッシュカードの盗難、紛失
JAバンク群馬
キャッシュカード紛失共同受付センター 

0120-254-422

●LPガス切れ・故障
JAあんしんセンター

0120-182-571

月末の 報告ＪＡ
組合員総数

出資金総額

貯金総額　　

貸出金総額　　 

長期共済保有額　

農畜産物販売総額　　 

購買品供給総額

自己資本比率

事業実績

５
3,286人

5億　　35万円

321億 8,123万円

70億 2,579万円

830億 9,555万円

11億 5,972万円

 1億 9,034万円

18.68％ （令和6年2月末現在）

（うち正組合員    1,815人）

協
議
事
項（
３
月
29
日
）

第
１
号
議
案
　
令
和
５
年
度
決
算
実
績
検

討
お
よ
び
承
認
の
件

第
２
号
議
案
　
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本

方
針
の
変
更
の
件

第
３
号
議
案
　
赤
城
酪
農
業
協
同
組
合
連

合
会
理
事
の
延
期
の
件

協
議
事
項（
４
月
30
日
）

第
１
号
議
案
　
第
25
回
通
常
総
代
会
提
出

議
案
承
認
の
件

第
２
号
議
案
　
令
和
５
年
度
優
良
組
合
員

表
彰
決
定
の
件

第
３
号
議
案
　
役
員
賠
償
責
任
保
険
の
契

約
締
結
の
件

第
４
号
議
案
　
組
合
員
・
利
用
者
本
位
の

業
務
運
営
に
関
す
る
取
組

方
針
制
定
の
件

第
５
号
議
案
　
共
済
規
程
の
変
更
の
件

第
６
号
議
案
　
給
与
規
程
の
変
更
の
件

第
７
号
議
案
　
令
和
６
年
度
事
業
計
画
並

び
に
経
営
基
盤
強
化
対
策

の
変
更
の
件

第
８
号
議
案
　
群
馬
県
常
例
検
査
結
果
に

対
す
る
改
善
状
況
等
報
告

決
定
の
件

第
９
号
議
案
　
公
用
印
管
理
規
程
の
変
更

の
件

協
議
事
項（
６
月
３
日
）

第
１
号
議
案
　
第
25
年
度
業
務
報
告
書
提

出
の
件

第
２
号
議
案
　
学
識
経
験
役
員
退
職
慰
労

金
の
支
給
の
件

第
３
号
議
案
　
令
和
６
年
度
に
お
け
る
理

事
の
報
酬
配
分
決
定
の
件

第
４
号
議
案
　
令
和
５
年
度
期
末
監
事
監

査
の
指
摘
事
項
に
対
す
る

改
善
対
応
策
決
定
の
件

第
５
号
議
案
　
常
勤
役
員
の
変
更
に
伴
う

各
規
程
等
の
変
更
の
件

理
事
会
だ
よ
り

　
３
月
31
日
、Ｊ
Ｒ
上
越
線
敷
島
駅

（
赤
城
町
敷
島
）で
開
業
１
０
０
周
年

を
記
念
し
た「
シ
キ
シ
マ
エ
キ
マ
エ

ピ
ク
ニ
ッ
ク
２
０
２
４
」が
開
か
れ
ま

し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
２
０
２
２
年
か
ら
始

ま
り
今
年
で
３
回
目
の
開
催
。
地
域

の
活
性
化
の
た
め
に
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
を
中
心
に
実
行
委
員
会
が

主
催
し
て
い
ま
す
。

　
駅
前
は
歩
行
者
天
国
と
な
っ
て
お

り
、市
内
外
か
ら
約
40
の
飲
食
店
が

Ｊ
Ａ
赤
城
た
ち
ば
な
は
新
規
就
農

者
、
定
年
退
職
者
や
帰
農
者
な
ど
、

就
農
希
望
者
の
皆
さ
ん
の
農
業
を
応

援
す
る
と
と
も
に
、
組
合
員
の
農
業

知
識
や
経
営
の
向
上
を
目
的
に
就
農

支
援
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

受
講
を
希
望
す
る
方
は
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
実
施
日

令
和
６
年
10
月
上
旬
〜
11
月
下
旬

（
計
７
回
　
現
地
実
習
含
む
）

●
集
合
場
所

営
農
生
活
セ
ン
タ
ー（
北
橘
）

●
対
象
者

就
農
希
望
者

※

家
庭
菜
園
の
目
的
で
の
申
込
は

ご
遠
慮
下
さ
い
。

（
組
合
員
外
の
参
加
も
歓
迎
）

●
募
集
定
員

先
着
20
人
程
度

●
申
込
期
間

令
和
６
年
８
月
19
日
〜
９
月
10
日

●
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先

農
産
園
芸
課

工
藤
・
赤
沼

☎
０
２
７
９（
５
２
）２
１
１
６

●
主
催

北
群
馬
渋
川

農
業
担
い
手
支
援

協
議
会

出
店
。こ
ど
も
が
楽
し
め
る「
こ
ど
も

縁
日
」の
催
し
や
、ダ
ン
ス
や
阿
波
踊

り
、和
太
鼓
の
演
奏
な
ど
も
あ
り
賑

わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
１
０
０
周
年

に
ち
な
み
、１
歳
か
ら
１
０
０
歳
ま
で

の
住
民
ら
１
０
０
人
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
を
行
い
、当
組
合
の
萩
原
一
夫

組
合
長
も
参
加
。１
０
０
周
年
を
盛

大
に
祝
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
目
玉
と
な
る
の
は

「
Ｓ
Ｌ
敷
島
・
沼
田
百
周
年
号
」の
運

行
で
す
。１
０
０
周
年
を
記
念
し
て

Ｊ
Ｒ
東
日
本
協
力
の
下
、Ｓ
Ｌ
が
高

崎
│
沼
田
間
を
運
行
。敷
島
駅
で
出

発
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。「
出

発
進
行
」の
合
図
で
汽
笛
が
鳴
り
Ｓ

Ｌ
が
出
発
す
る
と
、そ
の
迫
力
に
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

アサンテイメージキャラクター

開
業
1
0
0
周
年
！

　敷
島
駅
で
イ
ベ
ン
ト
開
催

就
農
支
援
講
座

受
講
生
を
募
集
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住民ら100人によるテープカット

萩原組合長も参加（左から4番目）

100周年を記念したSLの出発式

休日・夜間
緊急連絡先

●葬祭に関する連絡先
ふれあいの店北橘店 TEL.0279-52-2104
ふれあいの店赤城店 TEL.0279-56-2325

●交通事故（＝自動車共済の事故受付）
JA共済事故受付センター

0120-258-931

●通帳、キャッシュカードの盗難、紛失
JAバンク群馬
キャッシュカード紛失共同受付センター

0120-254-422

●LPガス切れ・故障
JAあんしんセンター

0120-182-571

月末の 報告ＪＡ
組合員総数

出資金総額

貯金総額　　

貸出金総額　　 

長期共済保有額　

農畜産物販売総額　　 

購買品供給総額

自己資本比率

事業実績

５
3,286人　

5億　　35万円

321億 8,123万円

70億 2,579万円

830億 9,555万円

11億 5,972万円

 1億 9,034万円

18.68％ （令和6年2月末現在）

（うち正組合員    1,815人）

協
議
事
項（
３
月
29
日
）

第
１
号
議
案
　
令
和
５
年
度
決
算
実
績
検

討
お
よ
び
承
認
の
件

第
２
号
議
案
　
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本

方
針
の
変
更
の
件

第
３
号
議
案
　
赤
城
酪
農
業
協
同
組
合
連

合
会
理
事
の
延
期
の
件

協
議
事
項（
４
月
30
日
）

第
１
号
議
案
　
第
25
回
通
常
総
代
会
提
出

議
案
承
認
の
件

第
２
号
議
案
　
令
和
５
年
度
優
良
組
合
員

表
彰
決
定
の
件

第
３
号
議
案
　
役
員
賠
償
責
任
保
険
の
契

約
締
結
の
件

第
４
号
議
案
　
組
合
員
・
利
用
者
本
位
の

業
務
運
営
に
関
す
る
取
組

方
針
制
定
の
件

第
５
号
議
案
　
共
済
規
程
の
変
更
の
件

第
６
号
議
案
　
給
与
規
程
の
変
更
の
件

第
７
号
議
案
　
令
和
６
年
度
事
業
計
画
並

び
に
経
営
基
盤
強
化
対
策

の
変
更
の
件

第
８
号
議
案
　
群
馬
県
常
例
検
査
結
果
に

対
す
る
改
善
状
況
等
報
告

決
定
の
件

第
９
号
議
案
　
公
用
印
管
理
規
程
の
変
更

の
件

協
議
事
項（
６
月
３
日
）

第
１
号
議
案
　
第
25
年
度
業
務
報
告
書
提

出
の
件

第
２
号
議
案
　
学
識
経
験
役
員
退
職
慰
労

金
の
支
給
の
件

第
３
号
議
案
　
令
和
６
年
度
に
お
け
る
理

事
の
報
酬
配
分
決
定
の
件

第
４
号
議
案
　
令
和
５
年
度
期
末
監
事
監

査
の
指
摘
事
項
に
対
す
る

改
善
対
応
策
決
定
の
件

第
５
号
議
案
　
常
勤
役
員
の
変
更
に
伴
う

各
規
程
等
の
変
更
の
件

理
事
会
だ
よ
り

３
月
31
日
、Ｊ
Ｒ
上
越
線
敷
島
駅

（
赤
城
町
敷
島
）で
開
業
１
０
０
周
年

を
記
念
し
た「
シ
キ
シ
マ
エ
キ
マ
エ

ピ
ク
ニ
ッ
ク
２
０
２
４
」が
開
か
れ
ま

し
た
。

イ
ベ
ン
ト
は
２
０
２
２
年
か
ら
始

ま
り
今
年
で
３
回
目
の
開
催
。
地
域

の
活
性
化
の
た
め
に
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
を
中
心
に
実
行
委
員
会
が

主
催
し
て
い
ま
す
。

駅
前
は
歩
行
者
天
国
と
な
っ
て
お

り
、市
内
外
か
ら
約
40
の
飲
食
店
が

　
Ｊ
Ａ
赤
城
た
ち
ば
な
は
新
規
就
農

者
、
定
年
退
職
者
や
帰
農
者
な
ど
、

就
農
希
望
者
の
皆
さ
ん
の
農
業
を
応

援
す
る
と
と
も
に
、
組
合
員
の
農
業

知
識
や
経
営
の
向
上
を
目
的
に
就
農

支
援
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　
受
講
を
希
望
す
る
方
は
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
実
施
日

　
令
和
６
年
10
月
上
旬
〜
11
月
下
旬

　（
計
７
回
　
現
地
実
習
含
む
）

●
集
合
場
所

　
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー（
北
橘
）

●
対
象
者

就
農
希
望
者

※

家
庭
菜
園
の
目
的
で
の
申
込
は

ご
遠
慮
下
さ
い
。

　（
組
合
員
外
の
参
加
も
歓
迎
）

●
募
集
定
員

先
着
20
人
程
度

●
申
込
期
間

令
和
６
年
８
月
19
日
〜
９
月
10
日

●
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先

　農
産
園
芸
課

　工
藤
・
赤
沼

　☎
０
２
７
９（
５
２
）２
１
１
６

●
主
催

北
群
馬
渋
川
　
農
業
担
い
手
支
援

協
議
会

出
店
。こ
ど
も
が
楽
し
め
る「
こ
ど
も

縁
日
」の
催
し
や
、ダ
ン
ス
や
阿
波
踊

り
、和
太
鼓
の
演
奏
な
ど
も
あ
り
賑

わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
１
０
０
周
年

に
ち
な
み
、１
歳
か
ら
１
０
０
歳
ま
で

の
住
民
ら
１
０
０
人
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
を
行
い
、当
組
合
の
萩
原
一
夫

組
合
長
も
参
加
。１
０
０
周
年
を
盛

大
に
祝
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
目
玉
と
な
る
の
は

「
Ｓ
Ｌ
敷
島
・
沼
田
百
周
年
号
」の
運

行
で
す
。１
０
０
周
年
を
記
念
し
て

Ｊ
Ｒ
東
日
本
協
力
の
下
、Ｓ
Ｌ
が
高

崎
│
沼
田
間
を
運
行
。敷
島
駅
で
出

発
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。「
出

発
進
行
」の
合
図
で
汽
笛
が
鳴
り
Ｓ

Ｌ
が
出
発
す
る
と
、そ
の
迫
力
に
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

アサンテイメージキャラクター

開
業
1
0
0
周
年
！

敷
島
駅
で
イ
ベ
ン
ト
開
催

就
農
支
援
講
座

　受
講
生
を
募
集
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【クロスワード】

【
は
が
き
の
記
入
例
】

１.答　え

２.住　所
　 氏　名
　 年　齢
　 職　業
　 電話番号

３.ご意見等

379-1124切
手

渋
川
市
赤
城
町
滝
沢

六
四
―
二

Ｊ
Ａ
赤
城
た
ち
ば
な

企
画
管
理
課
行

【前号の解答】
クロスワードの答え

俳
句

ご応募ありがとう
ございました。

■
タ
テ
の
カ
ギ

①
小
説
を
書
く
人
を
こ
う
呼
ぶ

こ
と
も

③
貼
り
合
わ
せ
て
合
板
を
作
り

ま
す

⑥
ア
ジ
や
イ
ワ
シ
と
並
ん
で
よ

く
食
べ
ら
れ
る
青
魚

⑦
天
の
川
を
渡
っ
て
織
り
姫
に

会
い
に
行
き
ま
す

⑧
春
が
ス
プ
リ
ン
グ
な
ら
夏
は

⑩
目
で
見
え
る
範
囲
の
こ
と

⑫
手
首
の
こ
と
。
―
―
バ
ン
ド

⑭
2
0
2
4
年
の
夏
季
五
輪
が

行
わ
れ
る
都
市

⑯
渡
り
―
―
を
通
っ
て
隣
の
校

舎
へ
行
っ
た

⑱
ア
ウ
タ
ー
の
反
対
語

⑳
ウ
イ
ス
キ
ー
は
こ
の
中
で
熟

成
し
ま
す

㉒
病
気
の
治
療
や
予
防
に
使
わ

れ
ま
す

㉓
打
ち
上
げ
―
―
、
線
香
―
―

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

①
七
夕
の
短
冊
を
付
け
る
植
物

②
鳥
が
羽
ば
た
か
せ
る
も
の

③
東
北
地
方
で
牛
の
こ
と

④
だ
し
じ
ゃ
こ
と
も
呼
ば
れ
ま

す
⑤
ひ
孫
の
子
ど
も
で
す

⑦
ロ
ン
ド
ン
の
―
―
空
港
は
英

国
最
大
の
国
際
空
港
で
す

⑨
ポ
ン
ポ
ン
と
地
面
で
突
い
て

遊
び
ま
す

⑪
高
校
球
児
が
試
合
を
す
る

と
き
に
履
き
ま
す

⑬
ピ
サ
に
あ
る
も
の
は
傾
い
て

い
る
こ
と
で
有
名
で
す

⑮
シ
ャ
ン
プ
ー
の
後
で
使
う
人

も
い
ま
す

⑰
侍
が
腰
に
差
し
て
い
た
も
の

⑲
―
―
ふ
り
構
わ
ず
が
む
し
ゃ

ら
に
取
り
組
ん
だ

㉑
漢
字
な
ど
に
付
け
る
小
さ
な

文
字

今回の出題は、クロスワードパズル
です。正解者には抽選で「粗品」を進呈
しますので、皆さん振るってご応募くだ
さい。
［応募要項］
　はがき（私製も可）に、答えと住所、氏名、
年齢、職業、TEL、ご意見・ご感想等を
ご記入のうえ、ＪＡ各支所または、企画管
理課までお送りください。
e-mail・FAXでもご応募できます。
e-mail　tsubasa@jaat.jagunma.net
FAX:（0279）56-4152
［締め切り］令和６年８月10日

二重枠に入った文字を、Ａ→Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

フ リ ー ジ ア
A B C D E

選
者
　
狩
野
　
忠
史

ふ
っ
く
ら
と
ふ
か
し
ま
ん
じ
ゅ
う
春
の
月

大
友

　龍
子

夏
近
し
ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
丘
人
集
り岩

崎

　恵
子

待
ち
侘
び
し
花
は
葉
と
な
り
八
十
路
か
な

狩
野
ミ
エ
子

武
具
飾
る
旧
本
陣
に
父
偲
ぶ

諸
田

　夏
江

病
み
上
が
り
花
に
会
へ
た
る
涙
か
な

髙
橋

　初
江

春
の
野
に
次
は
次
は
と
打
つ
ボ
ー
ル

諸
田
み
ね
子

畑
中
の
桜
目
印
の
本
家

高
桑
ひ
ろ
み

記
念
樹
に
二
人
の
植
え
し
白
木
蓮森

田
は
る
み

制
服
の
新
入
社
員
は
き
は
き
と

佐
藤

　満
子

大
利
根
の
蛇
行
光
り
し
春
夕
焼

長
岡

　和
恵

帰
京
の
子
と
太
巻
寿
司
を
花
の
下進

藤

　弓
子

草
青
む
本
丸
跡
や
草
の
声

狩
野

　榮
子

麦
の
秋
農
繁
休
暇
知
る
齢

選
者

　詠

夫
と
孫
袴
で
ポ
ー
ズ
端
午
の
日

高
橋

　絹
江

評

　子
供
の
日
の
記
念
写
真
の
風
景
。
お
孫
さ
ん
は
七
五
三
の
時
に

身
に
付
け
た
袴
か
も
知
れ
な
い
。
夫
は
作
者
の
御
主
人
。
洋
服

が
主
流
の
現
在
は
袴
姿
は
珍
ら
し
い
。
子
供
の
日
な
ら
ば
子
供

が
主
役
と
な
る
が
、
季
語
の
端
午
の
日
に
よ
っ
て
二
人
が
主
役

と
な
っ
た
。

リ
ハ
ビ
リ
の
い
ち
に
い
ち
に
や
春
の
昼

佐
藤

　勝
子

評

　リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
事
に
成
っ
た
原
因
は
定
か
で
な
い
が
、
リ

ハ
ビ
リ
は
大
変
な
事
。
多
分
内
科
的
な
原
因
で
は
な
く
外
科

的
な
原
因
で
の
リ
ハ
ビ
リ
と
思
わ
れ
る
。
季
語「
春
の
昼
」に

よ
っ
て
暗
さ
は
無
く
、
前
向
き
な
俳
句
と
な
っ
た
。
全
快
を

お
祈
り
す
る
。

摘
み
取
り
に
少
女
へ
戻
る
苺
狩
り小

田

　和
子

評

　作
者
は
お
孫
さ
ん
と
で
も
苺
狩
り
へ
。
今
の
苺
は
ほ
と
ん
ど

ハ
ウ
ス
栽
培
、
そ
し
て
摘
み
取
り
易
い
様
に
設
え
て
あ
る
。

甘
そ
う
な
苺
を
摘
ん
で
い
る
と
年
齢
を
忘
れ
少
女
に
戻
っ
た

様
な
感
覚
に
陥
っ
た
。
苺
の
色
と
香
り
が
読
者
に
伝
わ
る
。

斑
猫
に
従
ふ
道
の
行
き
止
ま
り

小
田

　慶
喜

草
刈
機
の
お
ち
こ
ち
唸
る
朝
か
な

藤
川

　ひ
と
み

須田芳行さん
石田典子さん
青木文子さん

■当選者（応募数14通）
北橘町八崎

北橘町上箱田

赤城町津久田

［投句の記載事項］
俳句(漢字にはフリガナをつけ、楷書で記入)
郵便番号／住所／氏名（俳号併記）／年齢／電話番号
［投句方法］
・最寄りの支所窓口へ
・FAX:（0279）56-4152
・e-mail:tsubasa@jaat.jagunma.net
・郵送:〒379-1124　渋川市赤城町滝沢64-2
［投句先］
ＪＡ赤城たちばな　企画管理課
［締め切り］
令和６年８月15日

み
な
さ
ん
、

ご
応
募

く
だ
さ
い
。

あなたの俳句
お待ちしております。

よ
わ
い

今
年
は
、平
年
よ
り
14
日
遅
い
梅
雨
入

り
と
な
り
ま
し
た
。大
掃
除
と
い
え
ば
年
末

の
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、梅
雨
の
時
期
は
大
掃

除
に
最
適
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

メ
リ
ッ
ト
一
つ
目
は
、湿
気
が
多
い
た
め

油
汚
れ
が
落
ち
や
す
い
こ
と
。ま
た
静
電
気

が
発
生
し
に
く
い
た
め
、壁
や
床
に
ホ
コ
リ

が
つ
き
に
く
い
こ
と
で
す
。

二
つ
目
は
、ダ
ニ
発
生
の
予
防
で
す
。一
般

的
に
６
〜
８
月
が
繁
殖
期
と
さ
れ
て
お
り
、

梅
雨
時
期
は
繁
殖
期
の
初
期
に
あ
た
る
の

で
、掃
除
を
し
て
ダ
ニ
を
除
去
し
て
お
け

ば
、繁
殖
を
予
防
で
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、雨
で
外
出
し
に
く
い

こ
の
時
期
に
大
掃
除
を
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

読
者　

　の

読
者　

　の

コ
�
ナ
�

コ
�
ナ
�
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【クロスワード】

【
は
が
き
の
記
入
例
】

１.答　え

２.住　所
　 氏　名
　 年　齢
　 職　業
　 電話番号

３.ご意見等

379-1124切
手

渋
川
市
赤
城
町
滝
沢

六
四
―
二

Ｊ
Ａ
赤
城
た
ち
ば
な

　
　
　　企
画
管
理
課
　行

【前号の解答】
クロスワードの答え

俳
句

ご応募ありがとう
ございました。

■
タ
テ
の
カ
ギ

①
小
説
を
書
く
人
を
こ
う
呼
ぶ

こ
と
も

③
貼
り
合
わ
せ
て
合
板
を
作
り

ま
す

⑥
ア
ジ
や
イ
ワ
シ
と
並
ん
で
よ

く
食
べ
ら
れ
る
青
魚

⑦
天
の
川
を
渡
っ
て
織
り
姫
に

会
い
に
行
き
ま
す

⑧
春
が
ス
プ
リ
ン
グ
な
ら
夏
は

⑩
目
で
見
え
る
範
囲
の
こ
と

⑫
手
首
の
こ
と
。
―
―
バ
ン
ド

⑭
2
0
2
4
年
の
夏
季
五
輪
が

行
わ
れ
る
都
市

⑯
渡
り
―
―
を
通
っ
て
隣
の
校

舎
へ
行
っ
た

⑱
ア
ウ
タ
ー
の
反
対
語

⑳
ウ
イ
ス
キ
ー
は
こ
の
中
で
熟

成
し
ま
す

㉒
病
気
の
治
療
や
予
防
に
使
わ

れ
ま
す

㉓
打
ち
上
げ
―
―
、
線
香
―
―

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

①
七
夕
の
短
冊
を
付
け
る
植
物

②
鳥
が
羽
ば
た
か
せ
る
も
の

③
東
北
地
方
で
牛
の
こ
と

④
だ
し
じ
ゃ
こ
と
も
呼
ば
れ
ま

す
⑤
ひ
孫
の
子
ど
も
で
す

⑦
ロ
ン
ド
ン
の
―
―
空
港
は
英

国
最
大
の
国
際
空
港
で
す

⑨
ポ
ン
ポ
ン
と
地
面
で
突
い
て

遊
び
ま
す

⑪
高
校
球
児
が
試
合
を
す
る

と
き
に
履
き
ま
す

⑬
ピ
サ
に
あ
る
も
の
は
傾
い
て

い
る
こ
と
で
有
名
で
す

⑮
シ
ャ
ン
プ
ー
の
後
で
使
う
人

も
い
ま
す

⑰
侍
が
腰
に
差
し
て
い
た
も
の

⑲
―
―
ふ
り
構
わ
ず
が
む
し
ゃ

ら
に
取
り
組
ん
だ

㉑
漢
字
な
ど
に
付
け
る
小
さ
な

文
字

　今回の出題は、クロスワードパズル
です。正解者には抽選で「粗品」を進呈
しますので、皆さん振るってご応募くだ
さい。
［応募要項］
　はがき（私製も可）に、答えと住所、氏名、
年齢、職業、TEL、ご意見・ご感想等を
ご記入のうえ、ＪＡ各支所または、企画管
理課までお送りください。
e-mail・FAXでもご応募できます。
e-mail　tsubasa@jaat.jagunma.net
FAX:（0279）56-4152
［締め切り］ 令和６年８月10日

二重枠に入った文字を、Ａ→Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

フ リ ー ジ ア
A B C D E

選
者
　
狩
野
　
忠
史

ふ
っ
く
ら
と
ふ
か
し
ま
ん
じ
ゅ
う
春
の
月

大
友

龍
子

夏
近
し
ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
丘
人
集
り岩

崎

恵
子

待
ち
侘
び
し
花
は
葉
と
な
り
八
十
路
か
な

狩
野
ミ
エ
子

武
具
飾
る
旧
本
陣
に
父
偲
ぶ

諸
田

夏
江

病
み
上
が
り
花
に
会
へ
た
る
涙
か
な

髙
橋

初
江

春
の
野
に
次
は
次
は
と
打
つ
ボ
ー
ル

諸
田
み
ね
子

畑
中
の
桜
目
印
の
本
家

高
桑
ひ
ろ
み

記
念
樹
に
二
人
の
植
え
し
白
木
蓮森

田
は
る
み

制
服
の
新
入
社
員
は
き
は
き
と

佐
藤

満
子

大
利
根
の
蛇
行
光
り
し
春
夕
焼

長
岡

和
恵

帰
京
の
子
と
太
巻
寿
司
を
花
の
下進

藤

弓
子

草
青
む
本
丸
跡
や
草
の
声

狩
野

榮
子

麦
の
秋
農
繁
休
暇
知
る
齢

選
者

詠

夫
と
孫
袴
で
ポ
ー
ズ
端
午
の
日

高
橋

絹
江

評

子
供
の
日
の
記
念
写
真
の
風
景
。
お
孫
さ
ん
は
七
五
三
の
時
に

身
に
付
け
た
袴
か
も
知
れ
な
い
。
夫
は
作
者
の
御
主
人
。
洋
服

が
主
流
の
現
在
は
袴
姿
は
珍
ら
し
い
。
子
供
の
日
な
ら
ば
子
供

が
主
役
と
な
る
が
、
季
語
の
端
午
の
日
に
よ
っ
て
二
人
が
主
役

と
な
っ
た
。

リ
ハ
ビ
リ
の
い
ち
に
い
ち
に
や
春
の
昼

佐
藤

勝
子

評

リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
事
に
成
っ
た
原
因
は
定
か
で
な
い
が
、
リ

ハ
ビ
リ
は
大
変
な
事
。
多
分
内
科
的
な
原
因
で
は
な
く
外
科

的
な
原
因
で
の
リ
ハ
ビ
リ
と
思
わ
れ
る
。
季
語「
春
の
昼
」に

よ
っ
て
暗
さ
は
無
く
、
前
向
き
な
俳
句
と
な
っ
た
。
全
快
を

お
祈
り
す
る
。

摘
み
取
り
に
少
女
へ
戻
る
苺
狩
り小

田

和
子

評

作
者
は
お
孫
さ
ん
と
で
も
苺
狩
り
へ
。
今
の
苺
は
ほ
と
ん
ど

ハ
ウ
ス
栽
培
、
そ
し
て
摘
み
取
り
易
い
様
に
設
え
て
あ
る
。

甘
そ
う
な
苺
を
摘
ん
で
い
る
と
年
齢
を
忘
れ
少
女
に
戻
っ
た

様
な
感
覚
に
陥
っ
た
。
苺
の
色
と
香
り
が
読
者
に
伝
わ
る
。

斑
猫
に
従
ふ
道
の
行
き
止
ま
り

小
田

慶
喜

草
刈
機
の
お
ち
こ
ち
唸
る
朝
か
な

藤
川

ひ
と
み

須田芳行さん
石田典子さん
青木文子さん

■当選者（応募数14通）
北橘町八崎

北橘町上箱田

赤城町津久田

［投句の記載事項］
俳句(漢字にはフリガナをつけ、楷書で記入)
郵便番号／住所／氏名（俳号併記）／年齢／電話番号
［投句方法］
・最寄りの支所窓口へ
・FAX:（0279）56-4152
・e-mail:tsubasa@jaat.jagunma.net
・郵送:〒379-1124　渋川市赤城町滝沢64-2
［投句先］
ＪＡ赤城たちばな　企画管理課
［締め切り］
令和６年８月15日

み
な
さ
ん
、

ご
応
募

く
だ
さ
い
。

あなたの俳句
お待ちしております。

よ
わ
い

　
今
年
は
、平
年
よ
り
14
日
遅
い
梅
雨
入

り
と
な
り
ま
し
た
。大
掃
除
と
い
え
ば
年
末

の
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、梅
雨
の
時
期
は
大
掃

除
に
最
適
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　
メ
リ
ッ
ト
一
つ
目
は
、湿
気
が
多
い
た
め

油
汚
れ
が
落
ち
や
す
い
こ
と
。ま
た
静
電
気

が
発
生
し
に
く
い
た
め
、壁
や
床
に
ホ
コ
リ

が
つ
き
に
く
い
こ
と
で
す
。

　
二
つ
目
は
、ダ
ニ
発
生
の
予
防
で
す
。一
般

的
に
６
〜
８
月
が
繁
殖
期
と
さ
れ
て
お
り
、

梅
雨
時
期
は
繁
殖
期
の
初
期
に
あ
た
る
の

で
、掃
除
を
し
て
ダ
ニ
を
除
去
し
て
お
け

ば
、繁
殖
を
予
防
で
き
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、雨
で
外
出
し
に
く
い

こ
の
時
期
に
大
掃
除
を
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

読
者の

読
者の

コ
�
ナ
�

コ
�
ナ
�
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機械は速い！（橘小）

1本1本丁寧に植えます(橘北小）

昔の人
の

大変さ
を実感

（津久
田小）

上手に植えられ笑顔の児童（橘小）

慣れて
きて

スピー
ドも

アップ

（橘小
）

田植え
って

楽しい
ね

（津久
田小）

これから

植えるよ！

（橘北小）

植え方を教わりながら挑戦（津久田小）

横一列
に

並んで
均等に

植えま
す

（橘北
小）

特集
●Contents／目次

営農インフォメーション
女性のページ
農業指導センター情報
新入職員の紹介
読者のコーナー

田植えに挑戦した橘小学校5年生。泥んこになりながら
みんなで楽しく植えました。（詳しくは16ページに掲載）

第25回
通常総代会を開催

　
管
内
の
小
学
５
年
生
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
近
く
の
水
田
で
田
植
え
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　
こ
の
実
習
は
作
物
を
育
て
る
こ
と

の
喜
び
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
先

生
や
保
護
者
、
地
域
の
人
た
ち
の
指

導
を
受
け
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
児
童
は
恐
る
恐
る
田
ん
ぼ
に
足
を

踏
み
入
れ
る
と「
つ
め
た
ー
い
」と
喚

声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
植
え
方
を

教
わ
っ
た
後
は
苗
を
受
け
取
り
、
田

植
え
縄
を
目
印
に
３
〜
４
本
ず
つ
丁

寧
に
植
え
て
い
き
ま
す
。
だ
ん
だ
ん

慣
れ
て
く
る
と
植
え
る
ス
ピ
ー
ド
も

ア
ッ
プ
。「
も
っ
と
た
く
さ
ん
植
え
た

い
」「
将
来
は
農
家
さ
ん
に
な
ろ
う
か

な
」な
ど
頼
も
し
い
声
も
。

　
隣
の
子
と
競
争
し
た
り
、
泥
ん
こ

に
な
り
な
が
ら
終
始
笑
顔
で
田
植
え

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
橘
小
と
橘
北
小
で
は
田
植
え
機
に

よ
る
田
植
え
作
業
の
見
学
も
あ
り
、

そ
の
速
さ
に
驚
き
、
昔
の
人
は
大
変

だ
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　
植
え
た
稲
は
、
秋
に
稲
刈
り
を
体

験
す
る
予
定
で
す
。

児
童
が
田
植
え
に
挑
戦

　楽
し
く
農
を
学
ぶ
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